
（別紙３）

～ 3/19/2026

（対象者数） 0 （回答者数） 0

～ 3/13/2026

（対象者数） 9 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

専門職からの助言や評価結果を職員間で共有し、日常

支援へのさらなる反映を図る。

2

支援効果の検証を継続し、より質の高い支援につなげ

る。

3

保護者が相談しやすい環境づくりを継続し、家庭と事

業所の連携強化を図る。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

活動内容に応じた空間配置や時間調整を工夫し、より

安全で効果的な支援環境の整備を図る。

2

利用者の状態や安全性に配慮しながら、近隣環境や地

域資源を活用した活動機会の導入について段階的に検

討する。

3

専門職からの評価や助言を職員間で定期的に共有し、

支援会議等を通じて日常支援へ確実に反映できる仕組

みを整える。

○事業所名 児童支援センター七色学園

○保護者評価実施期間 3/2/2026

○保護者評価有効回答数

3/9/2026

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 4/23/2026

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

専門職支援の内容共有および日常支援への反映の整理。 専門職による支援を実施しているが、その評価や助言の

共有・日常支援への反映については今後さらに整理して

いく必要がある。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

活動スペースや環境調整の工夫。 活動内容の多様性に伴い、個別支援・集団活動・専門的

支援等を実施する中で、空間や時間の使い方について更

なる調整の余地がある。

地域資源を活用した活動機会の確保。 利用者の特性や安全面への配慮、また日常の療育活動を

優先していることから、地域資源（公園・公共施設・地

域行事等）を活用した外部での活動機会が限定的となっ

ている。

専門職による多角的なアセスメントと支援体制。 公認心理師による心理面談や発達検査（WISC-

V）、理学療法士による動作法を実施し、専門的な視点

から利用者の特性や課題を把握し支援に活かしている。

一人ひとりの発達段階や特性に応じた療育。 利用者一人ひとりの課題や強みに着目し、個別の目標に

応じた療育を実施している。

安心して相談できる保護者支援。 保護者との信頼関係を大切にし、日常的な情報共有や相

談対応に努めている。

事業所における自己評価総括表公表


